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鎌田　繁樹 区分 河川レンジャー（2期目） 伏見出張所

１．活動の目的・目標 ２．課題

1.1活動の目的

1.2活動の目標

試行
期間

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

Step1
地域住民の関心
を高める

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信する
仕組みを構築

⇒

課題に対する取り組み

子供たちへの防災の取り組みは、昨
年度迄のアンケート結果等をふま
え、活動内容の改変して行く。
また、自治会役員更新に伴い新たな
役員を通じて地域住民の川に関する
要望や提案について意見聴取し、具
体化する方法を検討したい。
地域に必要な活動が継続されるよ
う、自身の協力スタッフ等からレン
ジャー候補となる人材の発掘にも取
り組んでいく。

② 早期避難を促す取組みとして、マイ・タイム
ライン若しくはマイ・ハザードマップを作成しま
す。

マイ・ハザードマップ等を軸とした地域
毎のワークショップを開催したい。

① 行政と地域団体のワークショップを開催した
い。

氏名 所属

Step２
河川レンジャー
と管理者が協働
して取り組む

減災に必要な情報の取り方、避難のタイ
ミングを考える。
積極的に地域の防災訓練に参加すること
でより地域との絆を深め、地域に応じた
防災を考える。

① 減災の為の防災訓練の実施と防災施設の見学
会を開催します。

内容

川に親しみを持ち、川の恵みと危険を知って、川と共に暮らす心を育てていきたい。
地域住民が、街歩きを通じて川に関する知識を深め、昔の人々が作りあげた災害に強い町の特徴を考える時間をつくる。

活動をしていく上での課題

これまでに培った繋がりを活かし
て、地域からの防災教育への要望を
ふまえ、参加対象者にあわせて活動
内容を充実させていくこと。
また、河川レンジャーとして最終年
度にあたるため、「川辺りの観・体
感場を歩こう」を発展させると共
に、これまでの活動を総括し、今後
も必要な活動が地域の力で継続でき
るような体制づくりを行うことが課
題である。

段階 目標 活動内容

1期 ２期

変な地形・地名と巨椋池か川を感じれる
「昔街歩き」を実施し、「観・体感場」
すなわち「現地に行き、景色を観る」こ
とにより、なぜこの地形・地名なのかを
考える機会を創造する。

① 「川辺りの観・体感場を歩こう」
私の町の形を歩いて体感する
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出張所 伏見 伏見 伏見 伏見
氏名 鎌田　繁樹 鎌田　繁樹 鎌田　繁樹 鎌田　繁樹
No. 1 2 3 4

活動名 「川辺りの観・体感場を歩こう」宇治川の桜と峡谷 大淀中学校総合学習「防災学習」 美豆小学校総合学習「石積探検隊」 「川辺りの観・体感場を歩こう」太閤堤小倉と三栖閘門
主たる活動分野 E歴史・文化 A治水・防災 E歴史・文化 E歴史・文化

活動目的
（１００字程度）

変な地名・地形を体感することで、川に親しみを持ち川の恵みと危険を知っ
て、川と暮らす心を育てたい。
今は無くなった川や池の跡を体感することにより、川に親しみを持つと同時に川
の危険も知りましょう

水害の種類と発生のメカニズムを教えると共に、クイズとマイ・タイムライン作成
で災害時に必要な行動を考える力を養う。

小学校３年生総合学習として地域に多く見られる石垣を学ぶが、成り立ち・
必要性について河川レンジャーからの目線で補完していく。

変な地名・地形を体感することで、川に親しみを持ち川の恵みと危険を知っ
て、川と暮らす心を育てたい。
今は無くなった川や池の跡を体感することにより、川に親しみを持つと同時に川
の危険も知りましょう

活動内容
（１００字程度）

京阪宇治駅から、中ノ島や宇治川に沿った川岸を「川辺りの散策」をしなが
ら、白虹橋まで往復して、川の景色・流れを体感すると共に、川識のお話をし
ます。　  歩行距離：約 5 ㎞

水害の写真・イラストなどを映像で映すと共に口頭で説明し、クイズを挟むこと
で興味を持たせる。
マイ・タイムラインを作成して避難スイッチの入れ時を考える機会を創造する。

写真・イラストなどを映像で映すと共に口頭で説明し、クイズを挟むことで興味
を持たせる。
感想文を提出していただく事で興味のあった個所を知り、次回の参考とする。

　観月橋駅から太閤堤槙島・小倉や、伏見城の外堀である宇治川派流に
沿った川岸を「川辺りの散策」をしながら、三栖閘門からの展望と、川の景色・
流れを体感すると共に、川識のお話をします。  歩行距離：約４㎞

運営形態 主催 協力 協力 主催

市民団体等

行政機関

学校関係 大淀中学校 美豆小学校

活動予定月（日） 4/3(日) 　雨天予備日4/10(日) ５月⁉日に予定(前回はコロナウイルス拡散防止の面から7月だった) 6月⁉日に予定(前回はコロナウイルス拡散防止の面から11月だった) 6/5(日) 　雨天予備日6/12(日)
活動場所(市町村) 宇治市 京都市 伏見区 京都市 伏見区 京都市 伏見区

活動場所 宇治川(宇治橋～白虹橋) 大淀中学校 美豆小学校 宇治川、宇治川派流、濠川

参加対象者 一般 中学校1年生 小学校３年生 一般
定員 当該年度の１年生全員 当該年度の３年生全員 20名

4月 活動実施 資料作成・打合せ 打合せ 募集開始
5月 活動実施 資料作成・打合せ
6月 活動実施 活動実施
7月 まとめ 感想文引取り
8月 まとめ
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割） 2名 ０名 ０名 2名

広報・募集方法
河川レンジャー、枚方環境ネットワークのホームページに掲載
チラシ・ポスターを作成し、近隣の自治体の窓口に置いてもらう。
京阪電車のチラシに掲載を依頼する。

学校の授業の一貫として実施 学校の授業の一貫として実施
河川レンジャー、枚方環境ネットワークのホームページに掲載
チラシ・ポスターを作成し、近隣の自治体の窓口に置いてもらう。
京阪電車のチラシに掲載を依頼する。

支援要望事項 チラシ・ポスターの印刷 資料作成 資料作成 チラシ・ポスターの印刷

水害体験施設の要望

安全対策 ３NO密な環境での実施
交通事故の防止 ３NO密な環境での実施 ３NO密な環境での実施 ３NO密な環境での実施

交通事故の防止

実施に向けて困ってい
る事・課題 参加者数の確保 参加者数の確保

その他

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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出張所
氏名
No.

活動名
主たる活動分野

活動目的
（１００字程度）

活動内容
（１００字程度）

運営形態

市民団体等

行政機関

学校関係

活動予定月（日）
活動場所(市町村)

活動場所

参加対象者
定員

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割）

広報・募集方法

支援要望事項

水害体験施設の要望

安全対策

実施に向けて困ってい
る事・課題

その他

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

伏見 伏見 伏見 伏見
鎌田　繁樹 鎌田　繁樹 鎌田　繁樹 鎌田　繁樹

5 6 7 8
大淀中学校総合学習「防災訓練」 「川辺りの観・体感場を歩こう」淀水車と昔の橋 大淀中学校総合学習「地域調べインタビュー」 「川辺りの観・体感場を歩こう」三川合流と京街道

A治水・防災 E歴史・文化 A治水・防災 E歴史・文化

水害の状況を身をもって体験することにより、水災害の恐ろしさを感じ、早期避
難を心掛ける事の必要性を考えさせる。

変な地名・地形を体感することで、川に親しみを持ち川の恵みと危険を知っ
て、川と暮らす心を育てたい。
今は無くなった川や池の跡を体感することにより、川に親しみを持つと同時に川
の危険も知りましょう

中学校1年生で、地域の施設や歴史を各クラス4～5人のグループで調べ、壁
新聞を作成して1年生全員が共有すると共に、発表会を通じて自己の意見を
出し合う場があり、その調査に河川関連で協力する。

変な地名・地形を体感することで、川に親しみを持ち川の恵みと危険を知っ
て、川と暮らす心を育てたい。
今は無くなった川や池の跡を体感することにより、川に親しみを持つと同時に川
の危険も知りましょう

①水没ドアー開放体験並びに②水中保体験を全生徒に対して実施する。
今後、3年ごとに実施し地域の子供全員が体験者となるように継続して実施
を予定したい。

　淀駅から桂川・宇治川や昔の橋・古い堤防に沿った川岸を「川辺りの散策」
をしながら、淀城の水車跡と、川の景色・流れを体感すると共に、川識のお話
をします。  歩行距離：約 5 ㎞

予め自分たちで考えた、ナゼと思う事柄を地域の専門家にインタビュー形式で
質問する。

　八幡市駅からさくらであい館の展望台の景色と、木津川や大谷川沿った川
岸を「川辺りの散策」をしながら、京街道の街並みと、川の景色・流れを体感
すると共に、川識のお話をします。歩行距離：約４㎞

協力 主催 協力 主催

大淀中学校 大淀中学校

9月 10/9(日) 　雨天予備日10/16(日) 11月・日共に未定(前回はコロナウイルス拡散防止の面から11月だった) 11/6(日) 　雨天予備日11/13(日)
京都市 伏見区 京都市 伏見区 京都市 伏見区 京都市 伏見区

大淀中学校 淀（宇治川・桂川） 大淀中学校 淀（宇治川・桂川）

中学校1~3年生(全員) 一般募集 中学校1年生 一般募集
当該年度の生徒全員 20名 20名
実施予定日設定

1グループ（3クラス、12～15名）
実施予定日設定

打合せ
資料作成・打合せ 募集開始
活動実施 打合せ

活動実施 資料作成・打合せ
まとめ 活動実施

報告会参加・壁新聞受け取り
まとめ 募集開始

活動実施

０名 2名 ０名 2名

学校の授業の一貫として実施
河川レンジャー、枚方環境ネットワークのホームページに掲載
チラシ・ポスターを作成し、近隣の自治体の窓口に置いてもらう。
京阪電車のチラシに掲載を依頼する。

学校の授業の一貫として実施
河川レンジャー、枚方環境ネットワークのホームページに掲載
チラシ・ポスターを作成し、近隣の自治体の窓口に置いてもらう。
京阪電車のチラシに掲載を依頼する。

資料作成 チラシ・ポスターの印刷 チラシ・ポスターの印刷

水害体験施設

３NO密な環境での実施 ３NO密な環境での実施
交通事故の防止 ３NO密な環境での実施 ３NO密な環境での実施

交通事故の防止

参加者数の確保 参加者数の確保
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出張所
氏名
No.

活動名
主たる活動分野

活動目的
（１００字程度）

活動内容
（１００字程度）

運営形態

市民団体等

行政機関

学校関係

活動予定月（日）
活動場所(市町村)

活動場所

参加対象者
定員

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割）

広報・募集方法

支援要望事項

水害体験施設の要望

安全対策

実施に向けて困ってい
る事・課題

その他

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

伏見 伏見 伏見 伏見
鎌田　繁樹 鎌田　繁樹 鎌田　繁樹 鎌田　繁樹

9 10 11 12
宇治川清掃と歴史の勉強会 伏見区総合防災訓練 京街道クリーン大作戦inくずは 宇治川流域クリーン大作戦in 淀大橋

D維持管理 A治水・防災 D維持管理 D維持管理
捨てられたゴミは川を流れ、いずれ海にたどり着き海岸を漂いつづけ、地球環
境汚染を引き起こしています。それを防止するため、河川美化・マナー向上・ゴ
ミ持ち帰りを目的として活動を実施します。

水災害時の状況を体験してもらう事により、災害の恐ろしさと避難時の心構え
を作ってもらう。

捨てられたゴミは川を流れ、いずれ海にたどり着き海岸を漂いつづけ、地球環
境汚染を引き起こしています。それを防止するため、河川美化・マナー向上・ゴ
ミ持ち帰りを目的として活動を実施します。

捨てられたゴミは川を流れ、いずれ海にたどり着き海岸を漂いつづけ、地球環
境汚染を引き起こしています。それを防止するため、河川美化・マナー向上・ゴ
ミ持ち帰りを目的として活動を実施します。

今まで住民による清掃活動の実績のない宇治川(京都競馬場付近)で清掃
活動を実施するとともに、地域の歴史を勉強する。

関係者打合せ、機器組立・解体確認、機器使用時の説明・誘導と安全確
認

淀川左岸　樟葉ワンド付近において地元自治会並びに一般参加者により樟
葉ワンド周囲の清掃活動を実施する。

宇治川、淀大橋付近左右岸において地元自治会並びに大淀中学校の生徒
を含めた沿川住民並びに一般参加者により高水敷き、堤防の清掃活動を行
う。

共催 協力 共催 主催

地元自治会、伏見消防団 樟葉小校区コミュニティー協議会 淀南自治連合会、長町樋ノ口連合自治会、大橋辺・
ﾘｰｸﾞｱ淀・北川顔・藤和田自治会

伏見区役所、伏見消防署、伏見警察署他 八幡市、久御山町

龍谷大学(ivusa深草クラブ) 大淀中学校

12/4(日)　(雨天予備日12/11) 12月 令和5/1/22(日)　(雨天予備日1/29) 令和5/2/12(日) 　雨天予備日2/19(日)
京都市 伏見区 枚方市 京都市伏見区、八幡市、久御山町

淀川流域 宇治川流域

一般、市民団体、行政関係、学校関係者 一般、市民団体、行政関係、 一般、市民団体、行政関係、学校関係者
15名 地域住民300名程度 100名以下 1拠点100名以下（2拠点）

実施予定日設定
打合せ

打合せ
現地調査・詳細検討 活動計画案作成、関係機関・自治体へ協力要請
チラシ作成・掲示 打合せ 現地調査・詳細検討 活動計画案作成、関係機関・自治体へ協力要請
活動実施、まとめ 活動実施 チラシ作成・掲示 現地調査・詳細検討

活動実施、まとめ チラシ作成・掲示
活動実施、まとめ

3名 ０名 2名 3名

・HP（河川レンジャー）掲載
・チラシSNS配信（龍谷大学生） ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・チラシ・ホームページ ・HP（河川レンジャー）掲載

・チラシ配布（自治会、樟葉生涯学習センター）

・HP（クリーンネットワーク、河川レンジャー）掲載
・募集パンフレット配布（自治体、企業、団体、学校など）
・メディア、自治体広報、団体会報への掲載依頼

拾い集めたゴミの回収・処分
1.チラシ印刷(レンジャー事務局)
2.ゴミ袋、手袋支給(枚方市)
3.拾い集めたゴミの回収・処分(枚方市、淀川河川事務所)

▽拾い集めたゴミの回収・処分▽パンフレット作製▽活動エリア地図や配布書
類の印刷▽支援員配置▽横断幕・ビブス・ゴミ袋などの貸与

水害体験施設

活動エリアの下見で危険個所を確認、情報を共有する。事前説明会で、危
険個所に入らない、自転車道での接触事故防止などを注意喚起する。当日
は、参加者の健康状態や気象情報を把握して事故防止に努める⇒コロナウ
イルス対策を重要対策と位置付けて準備する
３NO密な環境での実施

３NO密な環境での実施
堤防通行の車両監視やのり面滑落に対する注意事項を含めた計画書の作
成
「本日の注意事項」の配布

活動エリアの下見で危険個所を確認、情報を共有する。事前説明会で、危
険個所に入らない、自転車道での接触事故防止などを注意喚起する。当日
は、参加者の健康状態や気象情報を把握して事故防止に努める⇒コロナウ
イルス対策を重要対策と位置付けて準備する
３NO密な環境での実施

使用水の採水箇所 参加者数が不明 参加者数が不明

龍谷大学（ivusa深草クラブ）と連携することにより、活動の進展と継続につ
なげる。 他の清掃活動に参加、交流を深める
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出張所
氏名
No.

活動名
主たる活動分野

活動目的
（１００字程度）

活動内容
（１００字程度）

運営形態

市民団体等

行政機関

学校関係

活動予定月（日）
活動場所(市町村)

活動場所

参加対象者
定員

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割）

広報・募集方法

支援要望事項

水害体験施設の要望

安全対策

実施に向けて困ってい
る事・課題

その他

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

伏見
鎌田　繁樹

13
「川辺りの観・体感場を歩こう」淀水路 と 河津桜

E歴史・文化
変な地名・地形を体感することで、川に親しみを持ち川の恵みと危険を知っ
て、川と暮らす心を育てたい。
今は無くなった川や池の跡を体感することにより、川に親しみを持つと同時に川
の危険も知りましょう

　淀駅から淀水路に沿った淀緑地を「川辺りの散歩」しながら満開の河津桜
や、川の景色・流れを体感すると共に、川識のお話をします。  歩行距離：約
4ｋｍ

主催

令和5/3/11(日) 　雨天予備日3/18(日)
京都市 伏見区、久御山町

淀（宇治川・桂川）

一般募集
20名

募集開始

活動実施

2名

河川レンジャー、枚方環境ネットワークのホームページに掲載
チラシ・ポスターを作成し、近隣の自治体の窓口に置いてもらう。
京阪電車のチラシに掲載を依頼する。

チラシ・ポスターの印刷

３NO密な環境での実施
交通事故の防止

参加者数の確保
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居原田　晃司 区分 河川レンジャー（1期目） 伏見出張所

１．活動の目的・目標 ２．課題

1.1活動の目的

1.2活動の目標

試行
期間

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

Step1
地域住民の関心
を高める

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信する
仕組みを構築

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

課題に対する取り組み

　防災活動でリアルタイム、オンラ
インで実施出来る「風水害24」とい
うプログラムを展開し、宇治市と協
議しながら実施していく。
　清掃活動は新型コロナウイルスの
感染状況を確認しながら、実施して
いく。

②自治会などでマイ防災マップ、マイタイムライ
ンの制作を支援する。

清掃活動で参加した個人、団体、企業を
中心に河川環境保全団体を設立し、活動
を支援する。

① 東高瀬川環境保全団体を設立し、より高い河
川美化・環境保全を目指した活動を行う。

氏名 所属

Step２
河川レンジャー
と管理者が協働
して取り組む

宇治川流域の防災訓練に出展し、参加者
である地域住民に対し浸水歩行体験コー
ナー・パネル展示で水害の怖さ・早期避
難の重要性を伝える。また関心の高まっ
た自治会などでマイ防災マップ、マイタ
イムライン作成に向けた活動を実施す
る。

①地域の防災訓練に参加し浸水歩行体験コーナー
を出展し、水中歩行を体験してもらう

内容

今後温暖化が進むにつれ水害が発生する可能性が高くなるが、宇治川流域では水防災対策がまだ十分に進んでいないと思われる。そ
こでこれまでの活動で得た知識・経験を生かし地域の防災力を高めるマイ防災マップ・マイタイムライン制作を支援する活動を行
う。
また河川美化・環境保全を目的とした河川清掃活動を宇治川流域各地で実施し、さらには河川環境保全を目的とした団体を創設し、
河川の環境保全活動を進めていく。

活動をしていく上での課題

　昨年度も新型コロナウイルス感染
症対策で防災活動及び河川清掃活動
が十分に実施出来なかった。
　河川清掃活動はオンラインで実施
することは不可能であるが、防災活
動はオンラインで実施可能なプログ
ラムを発掘する必要がある。

段階 目標 活動内容

1期 ２期

宇治川流域で地域住民、団体、企業と河
川美化・環境保全を目的とした清掃活動
を行い、河川に対する愛護意識の向上を
目指す。

①宇治川、東高瀬川で清掃活動を計画し、地域住
民、団体、企業に参加を働きかけ清掃を実施す
る。
私の町の形を歩いて体感する
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出張所 伏見 伏見 伏見
氏名 居原田　晃司 居原田　晃司 居原田　晃司
No. 1 2 3

活動名 川のいきものをカードゲームで学ぼう 地元地域防災訓練への協力 青少年によるクリーン宇治運動
主たる活動分野 F川づくり・人づくり A治水・防災 D維持管理

活動目的
（１００字程度）

川に興味がなくなってきている子どもたちに川のいきものがたくさん登場するカー
ドゲームで興味を持ってもらい、川に対する愛着心を育む。

今後水災害が多くなることが予想される宇治市内で逃げ遅れがゼロに近づくよ
うに各防災訓練で浸水時歩行訓練施設を提供し、浸水時の歩行が危険、
困難であることを実体験してもらい早期避難の必要性を訴える。

宇治市内の青少年団体、青少年健全育成団体に宇治橋周辺の清掃作業
や美化啓発活動を行います。クリーン活動を通して社会参加を行うことにより
社会の一員としての自覚と郷土を愛する心を培うことを目的としています。

活動内容
（１００字程度）

川のいきものが登場する環境カードゲーム「マイアース」を子どもたちに解説、遊
び方を指導し最終的には子ども同士で遊びながら川のいきものの食物連鎖、
川の環境汚染でいきものが減ってしまうことを理解してもらう。

各防災訓練時に浸水時歩行訓練キット（FLEE）を設置し、訓練参加者に
歩行訓練を行ってもらい、早期避難を理解してもらう。

実行委員会に参加し、クリーン運動の企画を検討します。当日は参加者と共
に清掃活動を行い青少年の美化意識の啓発を行う。

運営形態 共催 協力 共催

市民団体等 若葉台防災委員、西小倉地域防災委員

青少年によるクリーン宇治運動実行委員会・宇治市スポーツ少年団・ボーイス
カウト宇治第１団・ボーイスカウト宇治第５団・ガールスカウト京都府第７０
団・宇治市子ども会連絡協議会・宇治市青少年健全育成協議会・宇治市
少年少女合唱団・・宇治文化少年団・河川レンジャー

行政機関 宇治市教育委員会教育部 宇治市危機管理室 宇治市教育委員会

学校関係 宇治市立小学校（小学校は未定）

活動予定月（日） 7月下旬（夏休み） 宇治市防災訓練9月上旬、若葉台防災訓練11月上旬、
西小倉地域防災訓練12月上旬 11月第4日曜日（予定）

活動場所(市町村) 宇治市 宇治市 宇治市

活動場所 宇治市生涯学習センター
宇治市防災訓練（宇治市立小学校（未定））、若葉台防災訓練（伊
勢田町砂田公園）、西小倉地域防災訓練（宇治市立小学校（未
定））

宇治橋周辺

参加対象者 宇治市に在住する小学生 宇治市内の住民 宇治市内の小・中学生と保護者
定員 なし なし なし

4月
5月 参加申し込み
6月
7月 活動実施 各団体との打ち合わせ 各団体と打ち合わせ
8月
9月 活動実施（宇治市防災訓練）
10月
11月 活動実施（若葉台防災訓練） 活動実施
12月 活動実施（西小倉地域防災訓練）
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割） 未定 未定

広報・募集方法 宇治市市政だより、宇治市役所ＨＰ、レンジャーＨＰ 宇治市市政だより、チラシ、レンジャーＨＰ 宇治市市政だより、チラシ、レンジャーＨＰ

支援要望事項 なし 9月開催の宇治市防災訓練に国交省所有の浸水時歩行体験施設、水没ド
ア体験施設を使用したい（宇治市危機管理室からの要望） なし

水害体験施設の要望 水害体験施設

安全対策 なし 体験者が水中歩行時に転けてしまわないように補助する 活動前に安全に清掃するように説明、清掃時の声かけ

実施に向けて困ってい
る事・課題 なし 例年同じ内容だと体験者が減るので、いろいろ追加していきたい。

その他 9月水害体験施設、11月と12月フリー

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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奥平吉照 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

試行
期間

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒

Step３
 地域住民から
行政へ発信する
仕組みを構築

氏名 所属

　試行期間では八幡市の小学生を対象に『木津川御幸橋の河原で土器を学ぶ』を企画し開催しました。
1期1年目はこの企画を継続・発展させるように他のレンジャーや自治体と連携して進め、身近な川の歴史や文化、働きなどを
伝えます。
　また、地元橋本地区の水防災について、自治会と協同し、八幡市の安全防災課と連携して進めます。
課題ウオークで取組んでいる、葛の繁茂や、専用グラウンドの休止状況を改善する取り組みを始めます。

内容

活動をしてい
く上での課題

１．『御幸橋の河原で土器を学ぶ』
　・参加者を増やす

２．水防災の推進
　・地元の八幡橋本地区（４区）の人々に
　　八幡防災アプリをマスターしてもらい
　　マイタイムラインに感心をもたせる

３．『葛のリース作り』
　・地域住民が参加しやすいように
　　作業場所を作業台などを整える

段階 目標 活動内容

1期 ２期

　八幡市民対象
『散策しながら背割堤の草花観察』
　背割堤の役目や自然を体感し、
　背割堤を利用するきっかけ作り

①募集 八幡市４区住民
②講師 田子RA
③説明 背割堤の草花や河畔林

Step２
 河川レジャー
と管理者が協働
して取り組む

　八幡市橋本地区（4区）対象
『防災アプリとマイタイムライン』
　４区自治会、八幡市役所と連携して
　水防災を推進

Step1
 地域住民の関
心を高める

　八幡市の小学生を対象
『御幸橋の河原で土器を学ぶ』
　身近な木津川の歴史、川の働き、
　河原のゴミを体感

①募集 小学校にチラシ配布
②後援 八幡市に申請
③講師 文化財保護課に依頼

課題に対する
取り組み

１．参加者を増やす
　①募集チラシの見直し
　②上流のイベントと連携する

２．水防災の推進に取組む
　①４区自治会と相談して、希望を聴きな
　　がら進める。
　②八幡市の防災安全課と連携し、
　　出前講座を活用する

３．葛のリース作り
　①製作場所が河原の草地のため除草・
　　防寒・防風や電源準備など必要①八幡市防災アプリの出前講座

②八幡市の水害及び内水氾濫備え
③マイタイムライン作り

　淀地区対象：課題ウオーク
『河原で葛のリースを作ろう』
　休止中の専用グラウンドでリース
　作りをして河川への関心を高める

①募集 淀自治連合会
②連携 伏見区役所
②会場 河川のグランド（除草要）
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出張所 伏見 伏見 伏見
氏名 奥平　吉照 奥平　吉照 奥平　吉照
No. 1 2 3

活動名 散策しながらの背割堤の草花観察 防災アプリとマイタイムライン 河原で葛のリースを作ろう
主たる活動分野 F川づくり・人づくり A治水・防災 B環境保全

活動目的
（１００字程度）

背割堤を散策しながら、育成植物・自然生え植物を観察し、その歴史や植生
の変遷・保護の状況を知る機会を作る。 私が住む八幡市４区自治会が防災の活動を進めている。

課題ウオーク「堤防の葛の繁茂」「休止専用グランド」
・葛の活用や人と葛との文化を知る機会を作る。
・河川に興味を持ってもらう。

活動内容
（１００字程度）

さくらであい館に集合し、①背割堤の歴史　②草花の観察ポイント・順路等を
説明し、背割堤を散策しながら、講師が説明する。

１）八幡市４区で八幡市防災アプリの説明会（八幡市の出前講座）
２）過去の水害や最近の降雨の特徴について説明会
３）水害想定地区のマイタイムラインを作る。

堤防で葛を採って、丸め、飾り付けをしてリースを作る。

運営形態 主催 主催 主催

市民団体等 八幡市４区自治会 八幡市4区自治会 淀自治連合会

行政機関 河川事務所 伏見区役所

学校関係 八幡市防災安全課

活動予定月（日） 4月 5月～10月 12月
活動場所(市町村) 八幡市八幡在応寺 八幡市橋本 京都市伏見区

活動場所 背割堤 八幡市橋本公民館 宮前橋下流左岸堤防

参加対象者 八幡市4区住民及び近隣住民 八幡市4区住民 伏見区住民
定員 20人 20人 10人

4月 初旬チラシ配布、下旬開催（打合せなどは２～３月に進める）
5月 八幡市防災アプリ説明会（八幡市出前講座）
6月 過去の水害や最近の降雨について説明
7月 マイタイムライン作り
8月 下見
9月
10月 チラシ配布
11月
12月 開催
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割） 田子R（植物観察時に草花の説明の講師）、受付1名、前後サポート2名 東RA（マイタイムライン作り説明)、受付1名 4名（葛の採集手伝い、飾り付け、グルーガン使用指導）

広報・募集方法 八幡市４区　掲示板２４カ所に掲示して募集 八幡市４区自治会を通して、募集 伏見区自治体

支援要望事項 ・背割堤の歴史及び桜植栽の経緯、植物の管理状況の資料
・背割堤の植物マップ 八幡市水害及び最近の降雨のパワーポイントの資料 なし

水害体験施設の要望

安全対策 コロナ対策 コロナ対策 コロナ対策

実施に向けて困ってい
る事・課題 ・草花の開花時期が４月後半～５月初旬なので、２月から進める。 課題　八幡市の出前講座「タイムラインの作成」と協同すること リースを作る環境（暖房と電源、テーブルなど）作り

その他 育成植物（桜、芝生など）の変遷や管理の状況･･出張所の担当者
自然生えの草花植物観察･･･田子RA

出前講座「八幡防災」･･･八幡市防災安全課
マイタイムライン作り説明･･･東RA なし

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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中村 恵子 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所

１．活動の目的・目標 ２．課題

1.1活動の目的

1.2活動の目標

試行
期間

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信する
仕組みを構築

⇒ ⇒

Step２
河川レンジャー
と管理者が協働
して取り組む

淀川河川整備計画について
市役所出前講座+国交省
･上津屋樋門の排水機構
･八幡排水機場のポンプ増設
･科手樋門

●地域住民から行政へ発信する仕組みを構
築

●河川レンジャーと管理者が協働して取り
組む
●地域住民への情報発信

内容

テーマである『防災教育』として、昨年度は2課題　①八幡排水機場見学
会・視察会(小学生向き）と②小学生向け水防災講座/マイタイムライン
授業を取り上げて、後者である②小学生向け水防災講座/マイタイムライ
ン授業を八幡小学校４学年３クラス個別におこなった。
今期は前者、①八幡排水機場見学会・視察会(小学生向き）を是非とも遂
行させて、小学生時から自分達の住んでいる地域の川を知る為、昨今の
川の内水害、水害に対する防災意識を高めるー＞”災害教育”を成し遂
げる。また、防災教育推進協会が行い、国土交通省、内閣府、文部科学
省が後援となり、実施されている『ジュニア防災検定』のOne Part であ
る①家族防災会議レポート、②防災自由研究の普及に向けて八幡市教育
委員会、防災安全課とともに取り組む予定である。

八幡市では小学生・幼少期における”防災教育”が全く行われていない
のが現状であったが、昨年度は、始めの第１歩として、八幡小学校第４
学年３クラス別対象に、「水防災講座/マイタイムライン授業」を実施し
た。
八幡市遺産である「八幡排水機場」は豪雨時や台風時で八幡市街の内水
被害を緩和するため地域の人々の命を水害から守っています。しかし、
建設から50年以上も経っており、地域住民達もこの遺産に対する意識は
薄れかけつつあります。一方、八幡市教育委員会では独自に「わたした
ちの八幡市」の社会科副読本を作成して、小学３年生～４年生全小学校
を対象に防災・水害の枠で「八幡排水機場」を詳細に紹介し、説明して
います。
“いま、ここになぜ、森排水場が建設されたのか？できたのか？”地域
における過去の数々の水害を知り、いま一度じっくりと考えて、水害・
防災の意識を高める。川と地域の歴史、排水の仕組みを学び、普段の点
検業務内容・災害時の作業等について再認識する。

活動をしていく上での課題

課題に対する取り組み

小学生の森排水場見学会
小学生の課外学習の一つとして八幡市森排水場と
取り上げ、治水・防災面から考える「体験学習
会」としてとらえる。また、「川の人材育成」を
目的とした活動へと結びつける。
Final Goal－＞義務教育の一環として、総合学習
として位置づける

氏名 所属

Short Termとして、「地域の課題に合った活動をやる」にフォーカスを当てながら、活動をスタートさせ、Long Termとして本川淀川
や木津川への活動へと広げる。
・大谷川は木津川下流に位置する八幡市遺産「八幡排水機場」を通過して、木津川へ流れ、さらには下流域には小金川樋門を経て淀川
本川へと合流する。つまり、大谷川は木津川水系・淀川水系にも繋がる重要な一級河川であるが、大谷川周辺地域の住民は、その位置
的重要さはさほど感じてないと思われる。
・八幡市遺産である「八幡排水機場」は豪雨時や台風時で八幡市街の内水被害を緩和するため稼働して、特に大谷川の内水濫を防御
し、地域住民の命を守り、普段の点検業務、流量のコントロールを遂行しているが、建設から50年以上も経っており、地域住民がこの
遺産に対する意識はさほど高くないと思われる。
・将来の河川整備計画についての情報が地域住民へ伝わっていないと思われる。昨年9月の議会においても某議員が下記の整備計画の
進捗状況について質問している
・上津屋樋門の排水機構・八幡排水機場のポンプ増設・科手樋門
以上の課題認識から
木津川下流域、八幡市大谷川周辺地域の方々や次世代のジュニア―達も含めて一緒に、身近な河川環境の現状やさらなる改善・改修す
べき問題点を把握するともに、将来の治水河川整備計画の情報を共有して、「人と川とのつながり」を広げる活動を行う。昨今の防災
面からも市民全体に対して、防災意識を高め、最悪のシナリオ、木津川氾濫に備えてさらなる啓蒙活動を目的とする。

段階 目標 活動内容

1期 ２期

Step1
地域住民の関心
を高める

●地域住民の関心・意識を高める活動
●地域住民が河川に関わる機会を拡大する
活動

八幡市森排水場　見学会・視察会
歴史・排水の仕組みを学ぶ
普段の点検業務内容・豪雨時や台風時の作業を学
ぶ

小学生向け水防災講座/マイタイムライン出前授
業
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出張所 伏見 伏見 伏見 伏見
氏名 中村　恵子 中村　恵子 中村　恵子 中村　恵子
No. 1 2 3 4

活動名 防災・マイタイムライン授業の一連として「八幡排水場見学会・視察会」 防災・マイタイムライン授業の一連としてビデオ撮影による「八幡排水場見学
会・視察会」を使った授業 「防災・マイタイムライン講座」　内里・有都地区 小学生向け水防災講座/マイタイムライン授業

主たる活動分野 A治水・防災 A治水・防災 A治水・防災 A治水・防災

活動目的
（１００字程度）

小学生対象に「八幡排水場見学会・視察会」を行う。子供達にビジュワル的
に印象を与えて、なぜ、ここに森排水場が建設されたのか？できたのか？地域
と川にはどのような歴史があったのか？過去の数々の水害を知り、いま一度じっ
くりと考えて、水害・防災の意識を高める。

Option １ と同様
内里・有都地区は平地にあり、田畑地帯で、過去にも大水害に見舞われた
地域であり、地域住民達も防災に対して意識も高いが、過去に防災訓練、
「防災・マイタイムライン作成」講座も行われていなく、必要性がある。

中央小学校は平地にあり、過去にも大水害に見舞われている地域であり、昨
年実施した小学生向き水防災講座/マイタイムライン授業が必要であると考え
られる。

活動内容
（１００字程度）

国交省・八幡市が所有している資料をレンジャーが小学生用にアレンジする。
①地域と川にはどのような歴史があるのか？②普段の点検業務内容・豪雨や
台風時の作業内容は？③どの機関がいつ、どのように行っているのか？④水
害の巨大な水の体積も学び、いかに森排水場が地元住民の命を守っているの
かを知る（小学２年生で体積リットル、デシリットルの単位をすでに習ってい
る、2015年、大水害時のポンプ稼動を例にして)　その後、建物の見学

Option １ に沿って編集
①地域での過去の大水害の情報Shareし、この中で地域での年配者に実際
に過去にあった水害の話をしていただけるとより一層現実味が沸く。(語りべの
話）ー＞②レンジャ―によるマイタイムライン作成作業

運営形態 主催 主催 主催 主催

市民団体等

行政機関 国交省、八幡市

学校関係 八幡市教育委員会、八幡市立有都小学校 八幡市教育委員会、八幡市立八幡小学校

活動予定月（日） ５月下旬(5/23週)～６月中旬（6/13 週） ６月下旬（6/20の週）～6/30(金) (TBD 未定） 防災安全課、地区の防災安全委員と相談 Option 1, Option 2 実施により、決定
活動場所(市町村) 八幡市 八幡市 八幡市 八幡市

活動場所 八幡市森排水場 八幡小学校第３学年　各教室でビデオを見ながらレンジャーが説明 未定 水防災、マイ防災マップ、マイタイムライン作成等の授業をレンジャー自身が行
う

参加対象者 有都小学校第３学年(約30人) 八幡小学校第3学年3 クラス 地域住民 八幡中央小学校第４学年生　２クラス
定員

4月 打合せ 4月以降に打合せ予定
5月 打合せ ビデオ撮影・編集
6月 見学会 授業の実施
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割）
広報・募集方法 広報は必要なし 広報は必要なし 広報は八幡市広報やチラシ等 広報は必要なし

支援要望事項

小学生向きのテキスト、資料、パネル等の作成に当たり、淀川河川事務所か
ら以下の資料提供を希望
「ポンプって何? 」(株)電業社機械製作所発行　と「わたしたちの八幡排水
場」淀川河川事務所発行
「ポンプって何? 」はオリジナルデータ（PPT）の提供を希望

小学生向きのテキスト、資料、パネル等の作成に当たり、淀川河川事務所か
ら以下の資料提供を希望
「ポンプって何? 」(株)電業社機械製作所発行　と「わたしたちの八幡排水
場」淀川河川事務所発行
「ポンプって何? 」はオリジナルデータ（PPT）の提供を希望

水害体験施設の要望

安全対策 行うが、校外社会学習として学校ー＞森の排水場ー＞学校へ戻るバスを使
用可能 教室内での安全対策に準じる 講義室内での安全対策に準じる 教室内での安全対策に準じる

実施に向けて困ってい
る事・課題

小学生向きのテキスト、資料、パネル等の作成 by Ken  ー＞見学時の内容
詳細を国交省とMeeting
実施できる日時の決定（河川事務所と学校、館内説明時で河川事務所か
らのご説明を依頼）

森のポンプ場のビデオ撮影可能日 & 編集 by Ken
小学生向きのテキスト、資料、パネル等の作成 by Ken ー＞授業内容詳細
を国交省とMeeting
排水機場内部の撮影許可が下りない場合は、外観のみの撮影とする。また、
パワーポイント等で作成した資料を用いる。

防災安全課ー＞正式に市長の承認が必要かも？
『語りべ』の採用は防災安全課も賛同
『語りべ』の調査、発掘ー>エリアで探せる可能性大

昨年度の改良版ー＞資料は１枚にまとめる
正式に学校長の承認

その他
『ジュニア防災検定』の中の自由研究の課題の一つとして提案
*『ジュニア防災検定』は10年位前？に八幡市議会でも取り上げられたが、予
算確保で合意ができなかった経緯があるー＞教育委員会からのメール

Option 1と同様

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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中野　清 区分 河川レンジャー（試行期間） 伏見出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

試行
期間

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

氏名 所属

活動の最初として、より多くの人に川に関心を持ってもらうことを活動の目的とする。そのため、老若男女問わず川に来ても
らえることを考える。たとえば、
・川の成り立ちや改修、人工物について模型や図を使って説明し、特性を知ることで川遊びの安全、防災について考えてもら
うきっかけにする。
・ヨシやマダケなど河原にある素材で笛、ストロー、紙鉄砲、紙づくりなど工作を通して、河原に来てもらい、川の自然を楽
しんでもらう。
・虫、植物のビンゴやバッタ飛ばし競技で、自然に親しむ
・カモ類などの冬鳥の観察会

内容

活動をしていく
上での課題

小学生を対象とした川の生き物探しや
里山での環境学習の経験はあるが、企
画から自分で実施するのは初めてで見
えないところが多い。年間計画に沿っ
て、実施計画を作りながら課題を明確
化し、解決していく。
　場所はさくらであい館周辺でよいの
か。具体的にどのようなことができる
のか。野外活動になるので、雨天の場
合どうするのか。会場の予約時期な
ど。経験を通して学んでいく。
　また、防災、環境を短時間でわかり
やすく啓蒙する方法も課題となる。

段階 目標 活動内容

1期 ２期

課題に対する
取り組み

実施計画、具体策の検討を早めに進め
ることで、見えないところを早期に解
消する。初年度であり、無理な計画、
内容としない。
・淀川流域の防災、川の安全、環境に
関する啓蒙資料の作成
・工作のために現地調達できる素材の
確認、工作の内容、必要な工具、進行
表の作成
・自然探しの場所、内容、進行表の作
成
・新型コロナ感染状況でプログラム内
容が変更できるよう複数案を用意す
る。
・雨天の場合の対応を準備する。中
止、延期、内容の変更
・先輩レンジャーの知恵拝借

Step1
地域住民の関
心を高める

自然体験活動、啓発活動を通して、川に
関心を持ってもらう

さくらであい館付近で継続した自然体験、啓
蒙活動ができる。

学校、自治会などに対して出前講座を実施す
る

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築
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出張所 伏見 伏見
氏名 中野　清 中野　清
No. 1 2
活動名 自然観察とクラフト 冬鳥観察会

主たる活動分野 B環境保全 B環境保全

活動目的
（１００字程度） 地域の人に川に関心をもってもらう 地域の人に川に関心をもってもらう

活動内容
（１００字程度）

活動エリアでの川の危険場所の説明、水害歴史、防災取り組みなどを織り交
ぜながら自然探し、川の素材を使った工作を実施する。

活動エリアでの川の危険場所の説明、水害歴史、防災取り組みなどを織り交
ぜながら冬鳥観察会を行う。

運営形態 主催 主催

市民団体等

行政機関

学校関係

活動予定月（日） 10月 1月
活動場所(市町村) 八幡市 八幡市

活動場所 さくらであい館周辺 さくらであい館周辺

参加対象者 地域住民 地域住民
定員 20名（10家族）ぐらいを検討しています 20名（10家族）ぐらいを検討しています

4月 内容の検討 内容の検討
5月 スタッフ役割、内容の検討 スタッフ役割、内容の検討
6月 スタッフ募集、会場予約、内容リハーサル スタッフ募集、会場予約、内容リハーサル
7月 チラシ作成
8月 参加者募集
9月 下見 下見
10月 ヨシ工作、生き物探し(時期は調整）
11月 チラシ作成
12月 参加者募集
1月 冬鳥観察会（カモなど冬鳥飛来時期）
2月
3月

スタッフ（人数・役
割） 工作、生き物探しは5名ぐらいの方を1名のスタッフがサポートする。 冬鳥観察は、鳥に詳しい方に加わってもらう。

広報・募集方法 レンジャーHP、ポスター レンジャーHP、ポスター

支援要望事項 資料の印刷など、具体化する中で、要望を具体化します。 資料の印刷など、具体化する中で、要望を具体化します。

水害体験施設の要望

安全対策 コロナ対応のほか下見、リスクチェックにもとづく準備を行う。 コロナ対応のほか下見、リスクチェックにもとづく準備を行う。

実施に向けて困ってい
る事・課題

コロナ禍でも実施できるものになると内容が限られるので、対象者と内容で悩
みそうです。やってみないと見えてこない課題が出てくると思うが、具体化する中
でいろんな人たちに相談して解決していく。

コロナ禍でも実施できるものになると内容が限られるので、対象者と内容で悩
みそうです。やってみないと見えてこない課題が出てくると思うが、具体化する中
でいろんな人たちに相談して解決していく。

その他

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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南良　靖雄 区分 特例再任（1期目） 桂川出張所

１．活動の目的・目標 ２．課題

1.1活動の目的

1.2活動の目標

試行
期間

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信する
仕組みを構築 ⇒

「屋内から屋外へ、対面からリモー
トへ、参加者は大人数から少人数
へ」を基本に、感染リスクの少ない
活動計画を作る。親水エリアについ
ては、継続的に、自然観察会を開催
して、より多くの人たちの意見を集
め、「水辺の駅」づくりをアピー
ル。防災学習については、3年度から
神川学区（伏見区）で活動。4年度も
引き続き取り組んでいきたい。新た
に久世大藪地区（南区）でも防災活
動に取り組んで、活動計画のステッ
プアップを図っていきたい。

③ わが町防災マップ、マイタイムライン作成活
動

野鳥や植物、昆虫、淡水魚と触れ合える
自然観察エリアの整備。市民の憩いの
場、子供たちの学習の場になる「遊学
ゾーン」の設定を地域に働き掛ける。地
域の水防災意識の高揚、水防災リーダー
の育成を図る。

① 親水エリア「川の学遊園」のあり方について
のワークショップ開催

② 流域の防災イベント

② 自然観察会

Step２
河川レンジャー
と管理者が協働
して取り組む 地域の団体や子供会を対象にした自然観

察会や、小学校での出前授業。親水エリ
アでは、魚取や川遊びを体験してもら
う。天然アユ遡上に取り組む団体と連携
する。洪水対策では、ソフト面から地域
住民の水防災意識を高めてもらう。勉強
会や防災マップ作りに取り組む。

① 親水エリアの候補地選定

課題に対する取り組み

氏名 所属

内容

世界的に有名な景勝地・嵐山を抱える桂川。現在、平成25年9月の台風18号の被害を受けて水害対策の工事が進められている。河川
敷には緑地公園や運動広場、グラウンドなどが整備され、多くの市民が利用している。一方で、農地（民地）や草地、樹林などの
自然もあり、数多くの野鳥や植物、昆虫、淡水魚などが確認されている。
活動目的は、大規模洪水に対応する河川改修の必要性を認めながら、治水と自然環境の保全の調和を図り、親水エリアの整備を試
みる。子供たちが淡水魚や昆虫など自然界の「命」と触れ合うことで、感性が磨けるエリアにする。さらに生物多様性の大切さを
実感できる「桂川」にする。

活動をしていく上での課題

一番の課題は新型コロナウイルスの
感染防止対策。２期目（令和２、3年
度）は緊急事態宣の発出で半数ほど
の活動計画が実施できなかった。活
動目標に示したステップアップも図
れていない。令和４年度も引き続
き、厳しいコロナ対応が求められ、
計画通りに活動に取り組めるか不安
もある。準備を含め活動は感染リス
クの少ない活動計画の作成が求めら
れている。

段階 目標 活動内容

1期 ２期

Step1
地域住民の関心
を高める

水辺の現況調査。子供達が遊べる水辺を
見極め、活動エリアを選択。河川清掃や
外来植物の駆除を兼ねた自然観察会を開
き、生息する生き物や植物を調査する。
洪水対策の河川改修や治水・防災などの
施設の見学会を開き、水防災の啓発活動
を展開する。

① 桂川のミニ環境展

③ 洪水対策の河川改修工事の見学会
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出張所 桂川 桂川 桂川 桂川
氏名 南良　靖雄 南良　靖雄 南良　靖雄 南良　靖雄
No. 1 2 3 4

活動名 桂川の清掃とプラスα 桂川の自然観察会（淡水魚） バッタのオリンピック桂川 久我・久我の杜・羽束師地区防災学習
主たる活動分野 F川づくり・人づくり B環境保全 B環境保全 A治水・防災

活動目的
（１００字程度）

清掃活動だけにとどまらず、学生参加者たちに河川の課題を学んでもらい、学
生たちが河川のよき理解者になってもらう

桂川には比較的安全に遊べる生物多様性の高い水環境が存在する。これを
地域の人々に知ってもらい桂川に親しみを持ってもらう。またどのような生き物
が生息しているのかを知ってもらう。

昆虫採集を通して川原の自然環境を学び、河川の利用促進を図る。参加者
からの意見を集め、より親しみの持てる桂川づくりの方策を探る。 地域の防災力アップ

活動内容
（１００字程度）

ベースは河川美化活動。これに加えて、植物や魚、水生昆虫の観察、クラフト
づくりを体験してもらっている。今後、治水や利水などの活動も体験してもらい、
課題解決の力になってもらう

タモアミの使い方、魚捕り、捕れた生き物の説明、捕獲された生物の計測、水
辺の安全指導、ライフジャケットの着用指導、桂川についての説明 バッタやキリギリスなどの昆虫を採集し、同定、バッタを飛ばして距離を競う。 マイタイムラインの作り方を地域に広める活動支援。小学校での出前授業や

防災訓練でのレンジャー防災ブース開設

運営形態 共催 主催 主催 共催

市民団体等 国際ボランティア学生協会（IVUSA）京都衣笠クラブ桂川流域クリーンネッ
トワーク ＮＰＯ法人右京少年野球振興会 久我・久我の杜・羽束師地区防災部会

行政機関 伏見区役所神川出張所

学校関係

活動予定月（日） 6月or11月 8～9月 9月下旬～10月中旬 7月～11月
活動場所(市町村) 京都市西京区or右京区 京都市右京区 京都市右京区 京都市伏見区

活動場所 桂川両岸 桂川 桂川運動公園

参加対象者 大学生を中心に一般市民 地域の親子 流域の小学生以下の親子 神川中学校区の住民
定員 未定 20組 20組 未定

4月 打ち合わせ 打ち合わせ
5月 下見、活動場所決定、支援要請
6月 実施、まとめ
7月 打ち合わせ 打ち合わせ、実施日決定
8月 活動場所選定、関係機関、団体調整 場所確認
9月 打ち合わせ 実施、まとめ 参加者募集
10月 下見、活動場所決定、支援要請 実施、まとめ
11月 実施、まとめ
12月
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割）

協力・講師：田子稔レンジャーアドバイザー、桂川流域クリーンネットワーク実
行委員 5人（川の中の安全管理、生き物説明、記録係） 講師・金子留美子NPO法人理事　スタッフ７人 未定

広報・募集方法 学生はIVUSAの連絡網、一般はレンジャーHPとチラシ レンジャーHP、チラシ配布、流域の子ども団体に呼びかけ レンジャーHP、チラシ配布 未定

支援要望事項 清掃活動で集めたゴミの回収 簡易テーブル、テント、ライフジャケット、魚取りの道具類、チラシの印刷 簡易テーブル、テント、バッタの見方表、巻き尺、チラシの印刷 未定

水害体験施設の要望

安全対策 十分な下見で危険個所に近づかないように注意する 活動場所の十分な下見、水位、流速、深み、川へ降りる通路確保。熱中症
対策 危険個所に立ち入らない

実施に向けて困ってい
る事・課題 年齢差のある学生たちとどうやって価値観を共有するか

その他 コロナの感染拡大もしくは活動が重なった場合、毎月活動を決めている田子
RAの植物保全活動に切り替え 気象状況の変化が激しい時期での計画づくり、中止の判断などで気を遣う

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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出張所
氏名
No.

活動名
主たる活動分野

活動目的
（１００字程度）

活動内容
（１００字程度）

運営形態

市民団体等

行政機関

学校関係

活動予定月（日）
活動場所(市町村)

活動場所

参加対象者
定員

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

スタッフ（人数・役
割）

広報・募集方法

支援要望事項

水害体験施設の要望

安全対策

実施に向けて困ってい
る事・課題

その他

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

桂川
南良　靖雄

5
久世大藪町防災学習会

A治水・防災

地域住民の防災意識の向上、地域の防災力アップ

地域住民からの要望を受け、河川レンジャーが防災の連続講座を実施する。
まずは、第1回として、桂川の治水について学び、続いて、マイ・防災マップやマ
イ・タイムライン作成を行う。

共催

大藪町自治会

未定
京都市南区

大藪町自治会館

大藪町の自治会員・住民
未定
打ち合わせ

河川レンジャー、自治会で数名のスタッフで運営する。

自治会を通じて行う。

桂川の改修事業（水害の歴史、工事の目的、経過等）についての説明を
事務所職員に依頼したい。
ノートパソコン、プロジェクターの借用。

屋内で実施する勉強会については、換気を行い、距離をあける、マスク着用等
でコロナ対策を行う。具体的には、下見を行い、対策を検討する。

勉強会は、1部と2部に分けて実施する。淀川河川事務所職員による出前講
座と河川レンジャーによる水防災活動の紹介等の2部構成とする。
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寺田　愼一 区分 河川レンジャー（試行期間） 桂川出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

試行
期間

１年
目

２年
目

３年
目

４～
RA

⇒

氏名 所属

平成25年の水害から9年、水害対策工事の進む桂川を地域住民と共に見て考え、桂川の将来あるべき姿を共に考えていきたい。

内容

活動をしていく
上での課題

１．桂川についてはこれまで殆ど訪れ
たことがなかったので地理的になじみ
が薄い
２．桂川流域は自宅から離れているの
で、地域住民との交流が過去に全くな
い

段階 目標 活動内容

1期 ２期

課題に対する
取り組み

１．先輩レンジャーの活動に参加した
機会やその他の余暇を使って担当地域
を積極的に歩く
２．先輩レンジャーの活動に参加した
機会等を使って地域の人々との交流を
積極的に行う

Step1
地域住民の関
心を高める できるだけ多くの人に現場の観察を通し

て桂川改修の内容と目的・効果を知って
もらう

桂川の今を歩く
改修個所を中心に桂川の堤防や河川敷を歩き
ながら過去、現在、未来を考える

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築
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出張所 桂川 桂川
氏名 寺田　愼一 寺田　愼一
No. 1 2

活動名 桂川の今を歩く（嵐山） 桂川の今を歩くWEB（嵐山）
主たる活動分野 A治水・防災 A治水・防災

活動目的
（１００字程度）

平成16年、平成25年の水害以降、治水のための改修工事が続く桂川の現
状とこれまでの推移、これからの計画を地元住民と共に学習し、現場で川を見
ながら共に考えたい

治水のための改修工事が続く桂川の現状とこれまでの推移、これからの計画を
理解学習する助けとなるよう、工事前後の説明図などをわかりやすくまとめ、実
際に川を見ながら考えていただくきっかけとしたい

活動内容
（１００字程度）

嵐山近辺の改修工事場所を順に巡る。改修個所にて改修内容や目的の説
明を行い、現場の様子と改修前の写真を見比べていただく。引き続き行われ
る改修の計画がある場合は、完成予想図などを交えながら説明を行う。

「桂川の今を歩く」で訪れた個所の写真やビデオと説明資料に説明文を加えて
河川改修の様子がわかるWEBページを作成する。閲覧者が都合のいい時間
に実際に訪れてもらえるようにルートマップを加える。

運営形態 主催 主催

市民団体等

行政機関 淀川河川事務所 淀川河川事務所

学校関係

活動予定月（日） 11月 令和5年3月
活動場所(市町村) 京都市右京区・西京区

活動場所 桂川堤防上および河川敷（渡月橋周辺、上流可動式止水壁設置個所
等）

桂川堤防上および河川敷（渡月橋周辺、上流可動式止水壁設置個所
等）

参加対象者 地域住民 地域住民
定員 未定

4月 改修内容の把握・理解 「桂川の今を歩く」と共通
5月 資料集め・現地下見 「桂川の今を歩く」と共通
6月 資料集め・現地下見 「桂川の今を歩く」と共通
7月 コース決定 「桂川の今を歩く」と共通
8月 コース下見 「桂川の今を歩く」と共通
9月 広報開始
10月 説明パネル・配布資料作成
11月 実施 WEBページ作成
12月 活動まとめ WEBページ作成
1月 WEBページ作成
2月 WEBページ内覧
3月 広報開始・WEB公開

スタッフ（人数・役
割）

受付・誘導係　3名
説明係　1名 未定

広報・募集方法 京都市広報紙 京都市広報紙

支援要望事項

（桂川出張所）次の項目をお願いしたい
工事前後の現場の様子がわかる写真・図等の提供
工事の目的や経過等に関する説明員の派遣
可動式止水壁のデモ

（桂川出張所）次の項目をお願いしたい
工事前後の現場の様子がわかる写真・図等の提供とWEB掲載許可

水害体験施設の要望

安全対策 自動車交通との干渉を極力避けられるような歩行ルートを選ぶ

実施に向けて困ってい
る事・課題
その他

連
携
予
定

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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連携活動
伏見 伏見 桂川
鎌田　繁樹 鎌田　繁樹 南良　靖雄

1氏名・役割 居原田晃司（計画、関係団体への連絡・調整・打合せ、当日の進行・安全管理、活動後の関係
各所への連絡）

居原田晃司（計画、関係団体への連絡・調整・打合せ、当日の進行・安全管理、活動後の関係
各所への連絡） 南良靖雄（事務局、関係機関との調整、上流域との連絡・調整）

2氏名・役割 鎌田　繁樹（計画、関係団体との打合せ、物品手配、チラシ・資料作成、当日の進行・安全管
理）

鎌田　繁樹（計画、関係団体との打合せ、物品手配、チラシ・資料作成、当日の進行・安全管
理） 鎌田　繁樹（下流域担当、地域団体との調整・連絡）

3氏名・役割 奥平吉照（下流域担当、地域団体との調整・連絡）
4氏名・役割 居原田晃司（下流域担当、地域団体との調整・連絡）
5氏名・役割 東親志（下流域担当、地域団体との調整・連絡）
6氏名・役割 田子稔（中流域担当、地域団体、行政との調整）

1 2 3
東高瀬川クリーンアップ（春） 東高瀬川クリーンアップ（秋） 第16回桂川流域クリーン大作戦

D維持管理 D維持管理 D維持管理

居原田R：拠点数を２カ所とし、同じ日程で実施する為、計画・準備・進行に時間と人手が複数必
要なため。

居原田R：拠点数を２カ所とし、同じ日程で実施する為、計画・準備・進行に時間と人手が複数必
要なため。

三川合流域から日吉ダムまでの間（約60キロ）に、活動拠点を設けて清掃活動を実施するもので
あり、複数の河川レンジャーが拠点を担当する必要があるため。

清掃活動により、川が美しくなり・川の生き物の環境つくり・住民の川への関心を高める事を進める。 清掃活動により、川が美しくなり・川の生き物の環境つくり・住民の川への関心を高める事を進める。
桂川流域の住民・各種団体・企業・行政が連携して、流域全体で一斉に清掃活動を行うことにより、
「きれいな桂川」の実現と、活動を通じて「ゴミ持ち帰り運動」へ定着させ、共に「桂川」を育て、守って
いく。

チラシ作成、関係者打合せ、収集ごみ回収依頼、資材準備・回収、清掃活動補助・安全確認、収
集ごみ確認

チラシ作成、関係者打合せ、収集ごみ回収依頼、資材準備・回収、清掃活動補助・安全確認、収
集ごみ確認

桂川の両岸（島本町～南丹市）に拠点を設け、地域住民や各種団体、企業の有志が、堤防や高
水敷のゴミの拾い集める。

共催 共催 主催
市民団体等 高瀬川を美しくする会 高瀬川を美しくする会 嵐山保勝会他百数団体

行政機関 京都市 京都市 京都市他21機関

学校関係 龍谷大学他13校

5/21(土)　雨天予備日5/28(土) 10/15(土) 　雨天予備日10/22(土) 令和5年2月~3月

京都市 伏見区 京都市 伏見区 京都市、亀岡市、南丹市、八幡市他

東高瀬川流域 東高瀬川流域 桂川流域

一般、市民団体、行政関係 一般、市民団体、行政関係 一般、市民団体、行政関係、学校関係者

100名以下 100名以下 1拠点100名以下（15回は23拠点設定）
4月 打合せ（令和4年1月に打合せ） 第15回の総括、次回実施日の決定
5月 活動実施（春）
6月
7月 打合せ 活動計画案作成、関係機関・自治体へ協力要請
8月 活動エリア選定、募集パンフレット作成開始
9月
10月 活動実施（秋） 現地調査・詳細検討
11月 ホームページ更新
12月 パンフレット完成、参加者募集、実施説明会準備
1月 実施説明会開催
2月 活動実施、まとめ
3月 礼状発送

エリア担当（1エリア平均5人）

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・チラシ・ホームページ、区民新聞 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・チラシ・ホームページ
・HP（クリーンネットワーク、河川レンジャー）掲載
・募集パンフレット配布（自治体、企業、団体、学校など）
・メディア、自治体広報、団体会報への掲載依頼

打合せへの出席、資料印刷 打合せへの出席、資料印刷 ▽拾い集めたゴミの回収・処分▽パンフレット作製▽活動エリア地図や配布書類の印刷▽支援員配
置▽横断幕・ビブス・ゴミ袋などの貸与

３NO密な環境での実施 ３NO密な環境での実施

活動エリアの下見で危険個所を確認、情報を共有する。事前説明会で、危険個所に入らない、自転
車道での接触事故防止などを注意喚起する。当日は、参加者の健康状態や気象情報を把握して
事故防止に努める⇒コロナウイルス対策を重要対策と位置付けて準備する
３NO密な環境での実施
コロナウイルスの感染症拡大のため、第13回、第14回、第15回の活動が中止になった。コロナ禍でも
実施可能な実施計画づくりが課題。実施時期、活動拠点について再考したい

安全対策

実施に向けて困っている事・課
題

その他

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

スタッフ（人数・役割）

広報・募集方法

支援要望事項

水害体験施設の要望

活動予定月（日）

活動場所(市町村)

活動場所

参加対象者

定員

主たる活動分野

連携理由欄

活動目的
（１００字程度）

活動内容
（１００字程度）

運営形態
連
携
予
定

活動名

出張所
氏名

連
携
レ
ン
ジ
ャ
ー

No.
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連携活動

1氏名・役割

2氏名・役割

3氏名・役割
4氏名・役割
5氏名・役割
6氏名・役割

市民団体等

行政機関

学校関係

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

安全対策

実施に向けて困っている事・課
題

その他

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

スタッフ（人数・役割）

広報・募集方法

支援要望事項

水害体験施設の要望

活動予定月（日）

活動場所(市町村)

活動場所

参加対象者

定員

主たる活動分野

連携理由欄

活動目的
（１００字程度）

活動内容
（１００字程度）

運営形態
連
携
予
定

活動名

出張所
氏名

連
携
レ
ン
ジ
ャ
ー

No.

伏見 木津川
奥平 吉照 中西 佳代

中西 佳代(企画、下見、三川合流の説明  川の生き物の話(アメリカナマズ等)) 奥平 吉照(企画、下見、実施場所までの案内スポットでの説明、展示会場の準備)

奥平 吉照(企画、下見、広報、司会進行、説明、スタッフへの連絡等 ) 中西 佳代(企画、下見、司会進行、説明、スタッフへの連絡等 )

4 5
河原で宝探し  第一弾  土器探し 河原で宝探し  第二弾  石探し

C河川利用 C河川利用

同じ「河原で宝探し」という企画でありながら「土器」と「石」というテーマを設け、2カ所での実施をセット
にすることで、参加者の関心度や満足度を高めることが出来ると考えます

同じ「河原で宝探し」という企画でありながら「土器」と「石」というテーマを設け、2カ所での実施をセット
にすることで、参加者の関心度や満足度を高めることが出来ると考えます

河原の散策と石や土器探しを通して、楽しみながら川を色々な面から見て、学んで、発見する機会と
する。 河原の散策と石探しを通して、楽しみながら川を色々な面から見て、学んで、発見する機会とする。

三川合流地点近くでは遺跡、土器、高師小僧、川の生き物(外来種アメリカナマズ等）について散策
しながら紹介した後に土器探しをする。

開橋付近では残念石、かつて流れ橋であった開橋、樋門の役割、蝶、残念石、紅柱石など特徴的な
石について説明し河川敷へ。そこで石探しをする。木津川流域センターでは展示紹介を行う。

主催 主催
ぽれぽれランド、石友会

八幡市教育委員会

9月 10月

八幡市 木津川市

さくらであい館周辺の河川敷 開橋上流右岸の河川敷

地域住民 地域住民

10組~15組 10組~15組
打ち合せ
チラシ作 打ち合せ
募集開始 チラシ作成、広報準備、打ち合せ、下見
講師打ち合せ、下見 募集開始
実施とりまとめ 講師打ち合せ、下見

実施とりまとめ

受付2、安全管理5 受付2、安全管理5

チラシ設置、配布 チラシ設置、配布

物品貸与、印刷 物品貸与、印刷、草刈り

未定(下見の際チェック) 未定（下見の際チェック）

八幡市文化財保護課に講師の依頼 石友会に講師を依頼
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